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NTT未来ねっと研究所 
 

大規模災害時、通信の即時回復を可能とする 
「移動式ICTユニット」のご紹介 
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はじめに 

ＮＴＴ研究所は東日本大震災後、大規模災害時の情報通信機能強
化に向けた研究開発を進めてまいりました．このたび、これまでの研
究成果も踏まえ、被災地において最低限の情報通信機能を短時間
で提供可能な「移動式ICTユニット」を開発しました． 

開発した移動式ICTユニットは、災害直後に被災地に搬送設置さ
れ、その周辺に無線アクセスネットワークを短時間に構築して、通話
や被災地支援向け情報システムなど、エリア内の情報通信需要に
即応するものです． 

なお、本研究開発の一部は、総務省の支援を受け、ＮＴＴ研究所の
ほか、東北大学、富士通株式会社、ＮＴＴコミュニケーションズと共
同で実施したものです． 
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広域ネットワーク 

Datacenters 

ＩＣＴユニット 

残存光ファイバ等 

有線LAN 

通信ビル 

ハブ 

無線アクセス 

被災地 

 本研究開発では、大規模災害時に被災地で生じる通信機能や情報処理・蓄積
機能の大幅な低下に対応するため、短時間に被災地へ投入でき、柔軟かつ簡
易にＩＣＴサービスを提供できる「移動式ICTユニット」の研究開発を行っています． 

 移動式ＩＣＴユニットは、可搬型のボックスに通信機能と情報処理・蓄積機能の
両方を収納したもので、被災地にいち早く駆けつけ、被災地の情報通信ニーズ
に即応します． 

移動式ICTユニットのコンセプト 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&source=images&cd=&cad=rja&docid=DuBbUeDg0_dnpM&tbnid=06lRQaut-7vT_M:&ved=0CAgQjRwwAA&url=http://tiarastyle.org/2010/12/%E3%82%B9%E3%83%9E%E3%83%9B%E3%83%87%E3%83%93%E3%83%A5%E3%83%BC/&ei=DWtRUr7OGsTgkAWO_oAw&psig=AFQjCNFp7UvoBi-B5h0tS0_k4jDhV35AGQ&ust=1381153933466946
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&docid=0sOVHiOZ88SWgM&tbnid=36RpinlDmy5VQM:&ved=0CAUQjRw&url=http://sierblog.com/archives/1731816.html&ei=VWtRUqm6OsWnlQXPwoD4CQ&bvm=bv.53537100,d.dGI&psig=AFQjCNFoqOtagyFpQNyZYUcAg0_5wsiINg&ust=1381153971895604
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昨年開発した中型移動式ＩＣＴユニットの外観 

 ＮＴＴ研究所は、コンセプトに基づいたプロトタイプを開発し、各種機能動作の確認などを
実施してきました． 

 移動式ＩＣＴユニットのコンセプトや提供機能、実利用イメージをビデオでご紹介します． 

移動式ICTユニットのご紹介－ビデオ－ 
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これまでの取り組み 
    移動式ICTユニットのロードマップと「ICTカー」 
2012年から大型・中型ＩＣＴユニットを開発し、基本機能の確認実験や実証実験を実施し

てきました．（実施にあたり、会津大学、（独）情報通信研究機構 耐災害ICTセンタ等の協力を得ました） 

2014年には、これまでのユニットを更に進化させた、「ＩCTカー（車載型小型ＩＣＴユニット）」
を新たに開発しました． 

移動性・拡張性・柔軟性 小 大 
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大型ICTユニット (2012) 

中型ICT ユニット (2012) 

モジュール化ICT ユニット 

ユニット単体の小型化 

小型ICT ユニット 

構成機能の切り出しによるユニット小型化 

小型IP-PBX バッテリ Wi-Fi AP 

ICTカー 

複数ユニットネットワーク化
による機能・範囲拡大 

アタッシュケース型ＩＣＴ ＢＯＸ 
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ＩCTカー（車載型小型ＩＣＴユニット） 

無線LANアクセスポイント 

エリア拡大 

遠隔設定変更 

広域ユビキタス基地局 

広域ユビキタス端末 

制御サーバ 

 被災地に残存している無線LANアクセスポイント等も活用し、迅速にアクセス
NWを構築します． 

 移動式ICTユニットから周囲のアクセスポイントを集中制御し、効率的なエリア
を拡大が可能です． 

 各アクセスポイントの制御についても無線を活用します． 

無線LAN 
アクセス 
ポイント 

無線アクセスNW構築 



- 7 - Copyright©2014 日本電信電話株式会社 

ＩＣＴユニット 

個別スライス(B社網) 

機能ノード 
（社内システム） 

個別スライス(Ａ社網) 

機能ノード 
（社内システム） 

個別スライス(自治体網) 

機能ノード 
（避難所管理） 

共通スライス(公共網) 

機能ノード 
（交換機） 

・共通スライスは予め設
定済みの為、ＩＣＴユ
ニット設置後、即時に
利用開始可能 

・被災地の自治体、企業
の要望により、ＩＣＴユ
ニット内に個別スライス
を作成．企業、自治体
にＩＣＴリソースを即時に
提供可能 

仮想ネットワーク(スライス)による柔軟な対応 

 仮想ネットワーク(スライス)提供機能は、ＩＣＴユニットという一つの物理リソース
の上に仮想ネットワーク技術を用いて複数のネットワークを重畳させます． 

 ＩＣＴユニット内の限られたリソースを効率的に使用することで、仮復旧期におけ
る被災地の企業、自治体にＩＣＴリソースなど用途に応じたネットワークを早期に
提供します． 

 復旧用機能を持ったネットワークサービスを柔軟に管理可能です． 
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【概要】 
•バンタイプのガソリン車 
•発電機を含む電源や空調設備を搭載し、自立運用 
•サーバ/NW機器、無線機器等を可搬モジュール化して搭載し、被災地で展開 
•ルーフにアンテナ類設置機構を装備 
 
 
【提供機能・サービス】 
•被災地でのＷｉ-Ｆｉネットワークの即時構築展開を可能とする 
    アクセスポイント集中制御機能を搭載 
•手持ちのスマートフォンを利用しての被災地内における通話を確保 
•被災者の情報を迅速に収集可能な被災者データ収集システムを搭載 
•自治体情報システムなどの早期復旧をサポートする 
  ＩＣＴ機能の仮想化機能を搭載 
•衛星、光ファイバなど広域網への接続機能を搭載 

 
 

【特徴】 
•外部電源がなくても5日間の運転可能 
•1-2時間で周囲に無線アクセス網を構築 
•自分のスマｰﾄﾌｫﾝ・電話番号を使った通話が可能 
•被災者情報の取得、活用等、被災地活動をサポート 
•被災地のニーズに応じて搭載機器を柔軟に変更可能 
•潜熱蓄熱材を用いた自立式空調により低消費電力化 

 

ＩＣＴカーのご紹介 

MDRU : Movable and Deployable ICT Resource Unit 
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「ＩＣＴカー」の主な提供機能 

「ＩＣＴカー」は、被災地で必要とされる最低限のＩＣＴ環境を即時に提供します． 
   下記は、主な提供機能です． 

無線アクセス 

主な提供機能 

十分なカバレッジを短時間で
確保する無線アクセスネット

ワーキング技術 

被災地内での通話環境
の即時回復 

被災者の把握・管理を 
簡便化する 

被災者データ収集システム 

自治体や病院など複数機関
が少ないリソースを共用して、

ＩＣＴを個別利用できる 
仮想化技術 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&source=images&cd=&cad=rja&docid=DuBbUeDg0_dnpM&tbnid=06lRQaut-7vT_M:&ved=0CAgQjRwwAA&url=http://tiarastyle.org/2010/12/%E3%82%B9%E3%83%9E%E3%83%9B%E3%83%87%E3%83%93%E3%83%A5%E3%83%BC/&ei=DWtRUr7OGsTgkAWO_oAw&psig=AFQjCNFp7UvoBi-B5h0tS0_k4jDhV35AGQ&ust=1381153933466946
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&docid=0sOVHiOZ88SWgM&tbnid=36RpinlDmy5VQM:&ved=0CAUQjRw&url=http://sierblog.com/archives/1731816.html&ei=VWtRUqm6OsWnlQXPwoD4CQ&bvm=bv.53537100,d.dGI&psig=AFQjCNFoqOtagyFpQNyZYUcAg0_5wsiINg&ust=1381153971895604
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ICTカーの外観 

ICTカーを用いたデモンストレーションを行う場合は、無線機器（固定無線、無線LAN）、サー
バ装置・ストレージ装置の立ち上げ、スマートフォンを活用した通話サービス機能などを紹介
させていただいています． 

デモンストレーション構成イメージ 

25GHz帯固定無線 無線LAN（2.4GHz/5GHz） 

バッテリ/制御機器等 搭載モジュール 

ＩＣＴカー後部写真 

サーバ類搭載モジュール 
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アタッシュケース型ICT－BOX 
      構成機能の切り出しによるユニット小型化例 

持ち運びサイズのキャリーケースに 
必要機材を詰めこんで、被災地に移動

することで、最低限の連絡手段を 
即時に提供することが可能 

災害対策用 小型交換機 
(ＩＰ-PBX) 

バッテリ 

無線LANアクセスポイント 
(Wi-Fi AP) 

広域網接続用アダプタ 

携帯端末 
（スマートホンをお持ちでない方

への貸出用、共用） 

携帯会社の回線契約は不要． 
Wi-Fiが利用できれば通話可能． 

http://www.jtt.ne.jp/products/original/xp18000/images/XP18000_L.jpg
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特徴 

大規模災害時に、通信サービスが長期にわたり中断するような状況において、避難所などで
自治体職員や住民が臨時の連絡手段としてお使いいただくことを想定したシステムです． 

災害対策用 小型交換機（IP-PBX） 

外観 利用イメージ 

ひかり電話ルータ       

PCソフトフォン IP電話機 

小型交換機 

(IP-PBX) 
Wi-Fiｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ 避難所、庁舎、拠点病院等 

スマートフォン 

自治体職員の方々の 
連絡にご利用頂けます 

住民の皆様の安否確認、 
連絡にご利用頂けます 

•Wi-Fiを使って、スマートフォンやタブレット、PCで通話ができます． 

•お客様が使っている端末から簡単な番号登録で、すぐ通話ができます． 

•普段お使いの携帯電話や固定電話の番号で発着信ができます． 

•ソフトフォンと電話番号登録用アプリケーションを簡易交換機からダウンロードし、利用します． 

•ひかり電話ルータを接続/設定することで端末から外線への発信および外線からの着信ができます． 
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ＳｕｉＴＡ 

ICカード 
NFC対応携帯電話 
(被災者の手持or支給） 

被災者顔写真 

被災者情報記載物 

（証明書、登録ｶｰﾄﾞ 
 名刺、名札） 

避難者カード 
 
・・・・・・
・・ 

施設､物資､体調等 

アンケート 

被災者データ取得 

固有ID読取 

撮影 

NFC対応タブレット 

撮影 

協力団体や 

インターネット 

への公開 

被災者データを 
ICカード固有IDに紐づけることで、 
避難所・仮設住宅の移動によらず 
被災者データの一元管理 

顔写真と被災者情報 
（氏名、年齢等）を紐づけることで 
確実な被災者管理と安否情報作成 

入力 

オペレータによるデー
タ投入・集計・分析・
公開 

至急○×地区に 

物資を輸送しろ 

統計分析による 

・医療チーム派遣計画 

・物資配給計画など 

ボランティアによる 

データ投入 

被災者データ利用 

よかった 

あの人は無事だわ 

被災者データ収集システムの特徴と利点 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&frm=1&source=images&cd=&cad=rja&docid=FuRhhAKHR34zmM&tbnid=lk-qfeQZDybWDM:&ved=0CAUQjRw&url=http://www.yokosuka-shakyo.or.jp/vc/koza/syuryo/index.html&ei=AyygUsKGM4jsiAfe9ICQDQ&bvm=bv.57155469,d.cGU&psig=AFQjCNHvzY3fvgSdzhku3zCac_SyuNjTXQ&ust=1386315127319391
http://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://special.goo.ne.jp/10th/ntt/lab/img/building.jpg&imgrefurl=http://special.goo.ne.jp/10th/ntt/lab/&usg=__91foV3cl-qihl14uzQpYxWPT4xA=&h=200&w=300&sz=53&hl=ja&start=5&zoom=1&tbnid=GVMeYjlU-dzGuM:&tbnh=77&tbnw=116&ei=TCYMT-HvG4f_mAXF4NCoBg&prev=/search?q=NTT%E6%A8%AA%E9%A0%88%E8%B3%80%E7%A0%94%E7%A9%B6%E9%96%8B%E7%99%BA%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%82%BF%E3%80%80%E5%86%99%E7%9C%9F&hl=ja&sa=X&gbv=2&tbm=isch&prmd=ivns&itbs=1
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社会実装に向けた取り組み 

ＩＣＴユニットが提供する通話機能の実証実験 
 研究開発成果を一般の方々に体験いただき、フィードバックを得ることで、開発技術が活

用されるかどうかのアセスメントと改善点を明らかにする取り組みを実施しました． 
 2013年10月12, 13日、会津大学に協力いただき、学園祭へ来られた方に実際に緊急

時の通話機能を体験いただきました． 
 10代から70代までの男女300人程度の方が参加 
 アンケート、ヒアリングを通じた機能のアセスメント（おおむね活用できるとの回答） 

とてもそう

思う 

69% 

そう思う 

26% 

どちらで

もない 

2% 

そう思わ

ない 

2% 

まったく

そう思わ

ない 

0% 

無記入 

1% 

【アンケート例】 
本システムは、災害時に避難所などで活
用した場合、連絡手段として役立つと思
いますか？ 
【結果】 
「とてもそう思う」、「そう思う」と回答され
た方が95%であり、高い評価を得た． 
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社会実装に向けた取り組み 

被災者データ収集システムの実証実験 

 2013年8月22,23日に会津大で開催された電気関係学会東北支部連合大会において、
学会を災害時の避難所に見立て、参加者情報データベースの迅速な構築と、収集情報の
活用に関して、評価実験を実施しました． 
学会参加者500名の内、200人程度の方が参加 
 アンケート、ヒアリングを通じ機能のアセスメント（災害時に有効との回答） 

【アンケート例】 
本システムは、災害時に避難所などで活
用した場合、避難された方々の情報を収
集・活用するのに役立つと思いますか？ 
【結果】 
「とてもそう思う」、「そう思う」と回答され
た方が83%であり、高い評価を得た． 

【評価実験の流れ】 

 会場ごとの現在の参加者数を調べることができます。 
（⇒ 避難所ごとの現在の滞在者人数を調べることができます。） 
 学会に参加している方のお名前やお顔、どの会場にいるか調べることができます。 
（⇒ 避難所にいる方のお名前、顔写真が確認できます。） 
 講演の評価やコメントをリアルタイムで知ることができます。 
（⇒ 避難所の状況、必要なものをリアルタイムに知ることができます。） 

とてもそう思う

27%

そう思う

56%

どちらでもない

10%

そう思わない

3%

まったくそう

思わない

1%

無回答

3%

講演会場入口受付 会場内任意場所
（ W i F i 接 続 可 ）

受付端末 ご自分の端末

ＩＣカード受領
名札撮影
顔写真撮影

ＩＣカードを
かざす

講演評価
の入力

実験の
アンケート入力

入口端末
・PC
・タブレット
・スマートフォン

ＩＣＴユニット
ＷＥＢサーバ

データ化
講演会場前

<実験準備状況> 

【利用者のメリット】 
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 実証内容 
 南海トラフ地震の影響を受けることが予想され、災害対策に積極的に取組んでいる 
 高知県南国市、高知県黒潮町 と協力し、以下の実証実験を実施いたしました． 

・ICTカーのIP電話機能を使った避難所間通信（IP電話） 
・ICTカーの環境を利用した自治体様アプリの実証、など 

 実施場所、時期 
  高知県南国市２／１９、黒潮町２／２３に実施．自治体職員、住民の方それぞれ66名、
49名に実験にご参加いただきました． 

 
 

スマートフォン 

IP電話機 

ICTカー 

災害電話 

（実証4） 
災害対策本部、避難所
間での音声通信の提供 

電源を搭載した 
ICTカー 

普段のスマｰﾄフォン 
普段の電話番号で通話 

避難所 災害対策本部 
（市町庁舎想定） 

（実証3） 
避難所周辺での 
音声通信の提供 

（実証1） 
アプリインストール （実証2） 

アプリインストール 

（実証5） 
災害対策本部、避難所間での 
避難所情報の共有 

IP電話機 

社会実装に向けた取り組み 

四国での実証実験 
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社会実装、研究開発高度化に向けた取り組み 

研究開発成果の社会実装 

 NTTグループ会社によるビジネス展開 

 「災害用IP-PBX」NTT-AT社から11月に販売開始（製品名：ポータブルIP-
PBX）． 

 「被災者データ収集システム」NTTエレクトロニクス社から12月に販売開始
（製品名：きずな支援ねっと）． 

更なる高度化に向けた研究開発 

 NTTグループとしてトータルな防災ソリューションのご提案 
 WebEOCをはじめとした危機管理情報マネジメント技術との連携を検討中． 
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ポータブルIP-PBX 

～簡単に活用できる 
ツールとしての社会実装～ 

ローカルな通信を支援 
通常利用している機器を活用 
スマートフォン 

災害時に関わらず臨時的な連
絡網としてイベント等でも活用
可能 

◆NTT-AT社ホームページ 
http://www.ntt-at.co.jp/product/ip-pbx/ 
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きずな支援ねっと 

 3.11の被災者や支援者の皆様の
経験を元に開発 

 アタッシュケース一つで、簡単に、
すばやく避難所の状況把握・情報
共有が可能になり、どこでも避難
所を開設・運営できます 

～避難者の情報・状況を迅速

かつ安全に管理できます～ 

◆NTTエレクトロニクス社ホームページ 
http://www.ntt-
electronics.com/product/security/kizunasien-net.html 
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NTTグループとしてのトータル防災ソリューション提案 

危機管理マネジメント技術との連携 

復旧期 
／復興

期 

オープンデータ 
/情報二次利用 

情報伝達/公開 分析・判断 状況把握 

災害現場 

予見データ 

多様なメディアへの 
迅速な情報伝達 

要援護者 

道路、水道、通信、 
電力等被害情報 

画像情報 

安否情報 

気象データ 

河川情報等 
センサデータ 

危機管理情報 
マネジメントシステム 

情報配信 
システム 

情報可視化 
システム 

連
携

I/
F
 

情報集約 
システム 

 自治体、企業等に対するNTTグループとしてのトータルな防災ソリューションのご提案に
向け、ＷｅｂＥＯＣをはじめとした危機管理情報マネジメント技術との連携を検討中． 

 移動式ＩＣＴユニットは、被災情報の提供・収集が難しい場所に対して早期に通信イン
フラを提供し、危機管理情報マネジメントシステムのカバー範囲を広げることが可能． 

Ｓｅｅ Plan 

Ｄｏ 

移動式ICTユニット 

初動期／応急対応期 
平常時 

災害用IP-PBX 

被災者データ収集システム WebEOC 
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耐災害ＩＣＴ研究開発の持続的発展 

 耐災害ＩＣＴについては継続的な研究開発が必要であり、社会実装、実証、研究開発が
連携するエコシステム 

 耐災害に関わるＩＣＴ技術、適用経験、実証環境に関するイノベーションハブ 

 ＮＩＣＴ耐災害ＩＣＴセンタを中心に日本、世界の耐災害ＩＣＴ研究開発の推進が要 

 さまざまな研究成果を連携することでより機動的に災害に対応可能と思われる 

 これまでの様々な研究開発の成果を活用しやすい環境の整備の検討 

耐災害ＩＣＴ 
Innovation HUB 

研究開発機関 社会実装 

社会課題・要望 

連携 

ＩＣＴに関わる課題 

成果アピール 

＋ 

耐災害ＩＣＴ研究推進協議会 

テストベッド 

NICT耐災害 
ＩＣＴ研究センタ 

耐災害ICT技
術情報HUB 

研究成果情報 

技術・事例情報 

Ｒ＆Ｄ機関
Ａ 

Ｒ＆Ｄ機関
Ｂ 

Ｒ＆Ｄ機関
Ｃ 
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まとめ 

 ＮＴＴ未来ねっと研究所、NTTコミュニケーションズ、富士通、東
北大による総務省プロジェクトにより研究開発を進めてきた移
動式ICTユニットについてご紹介させていただきました． 

 大規模災害時に迅速にＩＣＴ環境を提供できる環境の構築をめ
ざし、本研究開発成果については、社会実装に向けた取り組
みを引き続き進めております． 

 私共の取り組みについて、忌憚のないご意見を頂戴できますと
幸いです． 
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本件連絡先：ＮＴＴ未来ねっと研究所 
レジリエントネットワーク戦略担当 

Ｔｅｌ： 046-859-3131 
Mail: resilient-mirai@lab.ntt.co.jp 


